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■ 「おおきくなってね」　園児が芝桜を植栽

　軽井沢・プリンスショッピングプラザのツリーモール芝生

の広場で 10 月 13 日、芝桜の植栽イベントがあり、軽井沢東

保育園の年長・年中園児 36 人が参加した。施設を運営・管

理する西武プロパティーズの納谷友秀さんが「（苗を）元気

よく植えることができます

か？」と声をかけると、園児

らは声を揃えて「できます！」

と返事。スコップで穴を掘っ

てそれぞれ 8 株の芝桜を植

え、元気に育つよう思いを込

めて「もみじ」を合唱した。

　
軽
井
沢
の
自
然
環
境
や
景
観
の

悪
化
を
危
惧
し
て
い
る
建
築
家
・

山
本
秀
代
さ
ん
ら
別
荘
住
民
、
町

民
の
有
志
7
人
が
9
月
8
日
、
軽

井
沢
町
役
場
を
訪
れ
、
藤
巻
進
町

長
ら
と
懇
談
し
た
。
住
民
ら
は
、

建
物
造
成
の
た
め
林
が
更
地
に
な

っ
た
場
所
や
、
塀
に
囲
ま
れ
た
別

荘
な
ど
、
町
内
で
撮
影
し
た
写
真

を
見
せ
な
が
ら
「
自
然
保
護
対
策

要
綱
が
守
ら
れ
て
い
な
い
」
と
現

状
を
訴
え
た
。

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
軽
井
沢
で
過

ご
し
、
20
年
前
か
ら
別
荘
を
所
有

し
て
い
る
山
本
さ
ん
は
、
7
年
ほ

ど
前
に
早
稲
田
大
学
教
授
で
都
市

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
卯
月
盛
夫
さ
ん
ら

と
「
軽
井
沢
景
観
研
究
会
議
」
を

軽
井
沢
大
賀
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た

こ
と
が
あ
る
。
現
町
長
の
藤
巻
進

さ
ん
も
当
時
、
観
光
協
会
長
と
し

て
参
加
し
て
い
た
。

　
町
が
自
然
保
護
の
基
準
を
定
め

た
「
自
然
保
護
対
策
要
綱
」
に
よ

る
と
、
既
存
樹
木
に
つ
い
て
は
「
で

き
る
限
り
残
存
さ
せ
る
と
と
も
に
、

建
築
物
等
の
周
囲
に
植
栽
を
施
し
、

自
然
環
境
の
保
護
等
に
支
障
の
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
」
と
定
め
て

い
る
。

　
町
民
の
一
人
は
「
以
前
は
木
を

樹
木
伐
採
や
景
観
悪
化
を
嘆
く
住
民
ら
、
町
長
と
会
合

「
自
然
保
護
対
策
要
綱
」
守
ら
れ
て
い
る
？

残
し
て
分
譲
し
、
建
物
が
建
つ
と

こ
ろ
だ
け
を
伐
採
す
る
の
が
主
流

だ
っ
た
。
今
は
全
て
の
木
を
切
っ

て
更
地
に
し
て
分
譲
す
る
ケ
ー
ス

が
目
立
つ
。
町
の
指
導
で
防
い
で

ほ
し
い
」と
要
望
。別
の
住
民
は「『
木

を
切
る
の
は
全
体
の
○
%
ま
で
に

と
ど
め
る
』
と
い
う
よ
う
な
伐
採

率
を
、
具
体
的
に
示
す
べ
き
」
と

提
案
し
た
。

　
生
活
環
境
課
の
担
当
者
は
「
様
々

な
条
件
が
あ
る
の
で
周
囲
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
自
然
へ
の
調
和
も

含
め
て
必
要
な
植
栽
を
お
願
い
し

て
い
る
」
と
要
綱
の
趣
旨
を
伝
え

て
い
る
こ
と
を
話
し
た
。
町
長
は

「
生
活
環
境
課
は
い
つ
も
（
事
業
者

と
）
戦
っ
て
い
る
。
た
だ
認
め
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
語
り
、「
要

綱
は
お
願
い
と
い
う
形
で
、
協
力

し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
が
現
状
。

指
導
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
る
弊

害
も
あ
る
」
と
話
し
た
。

　
山
本
秀
代
さ
ん
は
今
回
の
懇
談

会
に
つ
い
て
「
軽
井
沢
町
は
欧
州

に
比
べ
る
と
、
環
境
や
自
然
景
観

に
対
し
て
の
配
慮
が
遅
れ
て
い
る
。

■ 国体・アイスホッケー競技会に向けカウントダウン

　2017 年 1、2 月に県内で開く

第 72 回国民体育大会冬季大会

「ながの銀嶺国体」で、アイス

ホッケー競技（1/17 ～ 31）が

行われる軽井沢町の実行委員

会が、開催 100 日前を迎えた

10 月 19 日、JR 軽井沢駅改札

口にカウントダウンボードを設置した。広くアイスホッケー

競技会の開催を周知するのが目的。大会のスローガンやシン

ボルマークなどを表記した。大会期間中は全国から選手、監

督、大会関係者ら 1200 ～ 1300 人の来町を見込んでいる。

■ 来場者 20 万人突破　発地市庭、オープン半年で

　農産物直売所「軽井沢発地市庭」が 11 月 6 日、年間目標

だった来場者 20 万人を、4 月 26 日のプレオープンから約半

年で達成した。来場者はレジの通過人数を集計。20万人目は、

家族と観光で滞在していた東京都目黒区の主婦平井郷子さ

ん。発地市庭は、夏に初めて来てから 3 回目の訪問で「ただ

ただ驚いています。美味しい野菜が揃っているので、軽井沢

に来たときは必ず訪れる

ようにしている」。発地市

庭は通年で営業し、冬は

軽井沢で採れたハウス栽

培の野菜や加工品、岩手

県大槌町から仕入れる海

産物などを販売する。

■ 風俗審議会　町長「ホテル増加は町にプラス」

　軽井沢町長の諮問に応じ、風紀問題について審議する軽井

沢町風俗審議会の定例会が 10 月 18 日、町役場庁舎で開かれ、

初めて報道陣に公開された。町民、別荘所有者から選ばれた

10 人の委員のうち 8 人が出席し、意見を述べ合った。町内

で宿泊施設が増加していることについて、委員が町の認識を

尋ねると、藤巻進町長は「背景には 4 年後の東京五輪、イン

バウンド増加がある。民泊を禁止している中で、供給として

ホテルが増えることは町にプラス。滞在型リゾートを目指す

町や観光協会の方向性とも合致する」と意見を述べた。

素
晴
ら
し
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る

自
然
保
護
対
策
要
綱
が
あ
る
の
に
、

な
ぜ
、
軽
井
沢
の
環
境
が
悪
化
し

て
い
く
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
疑
問
を
投

げ
か
け
た
。

国際特別都市建設連盟の首長会議
各自治体の広告物規制の取り組みは？

　「国際観光文化都市」に指
定されている軽井沢町を含む
11 市 1 町が加盟する「国際
特別都市建設連盟」の首長会
議が 10 月 27 日、軽井沢プリ
ンスホテルで開かれた。同連
盟は 1952 年に発足し、軽井
沢町のほか日光市、京都市、
芦屋市などが加盟。観光振興
施策などを探るとともに、地
震などの災害時に救済、救助
活動を相互応援する協定を締
結している。
　この日の会議で、本年度失
効となる「国際観光文化都市
整備財政措置法」の
延長を国に求めてい
くことを確認。軽井
沢町が、他の自治体
に屋外広告物規制の
取り組み状況につい
て聞いた。
　京都市は 2007 年に

屋外広告物条例を大幅改正。
市内を 21 地域に分け、規制
区域ごとに看板の大きさや色
などを細かく規制し、職員
110 人体制のローラー作戦で
指導や助言に取り組んだ。
2010 年の調査で全体の 7 割
の違反看板が、経過措置期間
を経て 2015 年 9 月時点で 1
割まで減ったと説明。総合政
策室長の山本亘さんは「市民
の皆さんの意識が非常に高
く、協力してくださる方が沢
山いてくださったのが大きな
要因」と話した。


